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※「財源内訳」について

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

50

将来目標

70

「実績」
縮小図る

35 50

5,211 5,500
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単位

件
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目標値

30

H28目標値

30 46

Ｈ 26 Ｈ 27

78,206

27 H28見込み 将来目標単位 Ｈ 26 Ｈ

道路反射鏡や道路区画線など、市民、自治会・町内会および学校関係者から要望のあった箇所等について、所轄警察署など関係機関による現地調査を行った後、必
要な箇所に道路安全施設の工事・修繕を実施する。また、既存の道路反射鏡の点検を行い、鏡の汚れ、破損、柱の腐食等を確認し、清掃及び修繕を行う。

基本
方針

49,922

0 0 0

00

82,903

0

根拠法令

目的（どのような効果を目指して実施しているのか、具体的に）

決　　　算　（見込み含む）

人）人） （ 0.00

平成28年度のみ、当初予算
の内訳となっています。

2998－9168
担
当
部
課

②
事
　
業
　
の
　
概
　
要

関連・類似事業

道路法、道路構造令、所沢市道路の構造の技術的基準等を定め
る条例、所沢市移動円滑化のために必要な道路の構造に関する
基準を定める条例、交通安全対策基本法

部課コード 120400 ℡

法定受託＋附加

事業コード
道路安全施設整備事業

平成 28年度事務事業評価表（一般用）　　　　　

120401

①事務事業名

終了年度 年度

建設部道路維持課

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 安全施設

■ □ □

年度

1,199,293

→

事業の種別

交通安全節

自治事務 法定受託事務

事業開始の背景

分野別計画・指針 所沢市交通安全計画

自動車交通量の増加に伴う交通事故や、宅地化の進展により生まれた見通し不良の交差点などで発生する交通事故を防止するため道路反射
鏡や路面標示をはじめとする交通安全施設の設置が必要になった。それに伴い、道路反射鏡設置後の鏡の清掃、柱の腐食修繕、角度の調整等
定期的な点検や路面標示の再標示等交通安全施設の維持管理も必要となった。

総合計画の体系 章 安心・安全 誰もが安心して通行できる交通環境を整備します

ｍ

ｍ

事業の具体的な内容及び実施方法

平成 26年度対象（誰を、何を対象としているのか）

対象数
年度

単位

60,092

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

市内の道路（市道） 平成

0.00

③
事
　
業
　
の
　
内
　
容

交通事故の多い危険箇所における、通行の安全性の確保。さらに設置した交通安全施設を適切に管理する。

予算現額

27

その他（　　　　　　　　　　） ）

1,197,655

82,903

人） （

2.70人 23,382

≪会計種別≫ 一般会計

国・県支出金

78,206

一般財源

平成 26 年度

（

28

0.00

59,999

（ 0.00

27 年度平成

18,750

（千円） 年度 （千円）

49,922

59,456 59,521

（千円） 平成

基

事業費合計

正規職員人件費

人）

2.15人

道路区画線設置距離 設置距離

清掃点検数 清掃点検した道路反射鏡

37

基 5,135 5,165

どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

 
 
⑥
成
果

43

⑤
実
績

項目名 項目説明

活動実績

道路反射鏡設置数 新設した基数

％ 達成率 56

　 項目名 項目説明

成果指標 要望・通報処理件数

継続

交通安全施設修繕の単価契約にあっては、見積徴収による方法から、技術職員による
設計方法に見直しを図り、運用についても道路整備単価契約と同様にした。

378

実 績 212
対応件数／要望件数

目標達成状況

現状
維持

その
他

拡大 縮小

⑦
改
善
点

⑧
評
　
　
　
　
価

評
価

今
後
の

方
向
性

事業実施方法
(複数選択可）

道路維持課長　片岡　秀樹

終了

次年度予算

評価日 H28.8.16 評価者職氏名

理由
交通安全施設に関する要望は多く、それに伴い交通安全施設の新設や再設置
を継続していく必要がある。一方、予算は前年度より減額していることから、要
望の優先順位を検討しながら対応していく必要に迫られている。

⑨
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

現状
維持

理由
次年度より開始される,第10次所沢市交通安全計画や第４期通学路整備計画
に伴い、実施すべき交通安全対策が増加すると見込まれるため、予算を増額
する必要がある。

拡大 縮小

無

無
交通安全施設の新設、交換

規制を受ける環境法令等

緊急事態

(2)今後の方向性

交通安全対策に関する要望は、増加する一方でなので、職員の残業時間も
増えている。人員の増及び予算の増額も望みたいが、併せて、事務の効率化
も進めていく必要がある。

交通安全施設について、交通安全課より道路維持課に所管替えが行われた初年度で
あることもあり、成果目標を道路施設維持管理事業と合わせて、要望件数に対する対応
件数と変更した。

(1)平成27年度中に改善した点（改善内容・その結果について記載してください） (2)平成27年度成果指標の目標値が未達成の理由・分析

交通安全施設の要望については、道路管理者が行う要望以外に交通管理者
が施行するものも多く、その場合は依頼するのみであるため全ての要望に応
えることは難しい状況にあった。

(1)平成２８年度に取り組んでいる状況

改善・
効率化


